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令和 6 年度 第１回 結城南中学校区新設校推進委員会議事録（要旨）  

 

○日  時   令和６年６月２７日（木曜日）午後６時３０分から午後８時３０分  

○場  所   結城市役所 １階 多目的スペース  

○出席委員   委員 小島 睦    委員 塚田 裕史   委員 立川 博敏  

委員 上野 豊    委員 川島 敬一    委員 渡邉 孝典  

委員 海老根 健治  委員 仲見川 有紀子 委員 井上 德伸  

委員 坪野 広孝   委員 平塚 隆志   委員 石﨑 裕子  

委員 出山 佑香   委員 石川 昌弘   委員 大島 茂男  

委員 松浦 英修   委員 鈴木 翔太   委員 山中 淳一  

委員 五十嵐 隆   委員 栗原 隆雄   委員 稲葉 敏次  

委員 池田 浩一   委員 野村 勇    委員 古澤 一明  

○教育委員会事務局  

        教育長  黒田 光浩  

教育部長 大木 博  

学校教育課長 福井 恵一 課長補佐兼小学校新設推進係長 和泉田 真  

主事 石川 司  学校再編コーディネーター 杉本 尚志  

参事兼指導課長 湯本 勝洋  会計年度任用職員 遠藤 優子  

 

●次第  

１ 委嘱状交付  

２ 教育長あいさつ  

３ 開会  

４ 自己紹介  

５ 議事  

（１）開校時期について 

（２）これまでの経緯と今後のスケジュール 

（３）概算事業費及び財源の見直しについて 

（４）その他 

６ その他 

７ 閉会 
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〇要旨 

１ 委嘱状交付 

 

２ 教育長あいさつ 

・まず１０名の新しい委員様に委嘱状をお渡しさせていただき、新設校推進のためにお力

添えをお願いしたい。また、委員長副委員長においては、共に素晴らしい先生方をお迎え

でき感謝申し上げる。この会議の場で様々なご意見を頂戴し、素晴らしい結城市にしてい

きたいと思っておりますので、今年度もどうぞご支援ご協力のほどお願いしたい。  

 

３ 開会 

４ 自己紹介 

 

５ 議事 

（１）  開校時期について 

【事務局説明】 

・開校時期を令和９年４月から１年延期し、令和１０年４月に変更した。このこと  

について周知の遅れがあったことをお詫び申し上げる。 

・開校遅延の理由としては、「基本設計後に生じた変更作業に伴う実施設計の遅延」 

「資材不足に起因する納期の延長」「働き方改革に伴う建設業の週休２日の導入」が

挙げられる。 

 

（２）  これまでの経緯と今後のスケジュール 

【事務局説明】 （結城南中学校新設校進捗報告） 

・令和４年度に基本構想・基本計画を策定、令和５年度に基本設計業務を進行、令

和６年度は基本設計をもとに実施設計を行う。今年度は具体的な積算業務を行う

予定である。 

・６月２０日にプール、部室、北側倉庫の解体工事を完了している。 

・今年度は部室倉庫の新設工事、中学校校舎の改修工事、テニスコート整備工事を

進めていく予定である。 

・令和７～９年に、新設小学校の建設工事を予定。令和９年７月頃校舎が竣工、１

０月頃には外構工事も完成予定である。 

・建設工事中の現場見学会や出張授業、プレ登校といった子どもたちの心のケアや

不安解消に努める企画を検討。また完成後の見学会等の企画もしたいと思ってい

る。 

・新設小学校の教育コンセプトは、「ふるさと学習の推進」「外国語活動と英語科の

充実」「ＩＣＴプログラミング教育の推進」の３つを柱とする。 

・配置計画は、南中学校のグラウンド西側に２階建て校舎、校舎東側に小学校中学

校共用の面積約３０,０００㎡のグラウンドが広がり、想定面積７,９９５㎡の計

画 

・令和１０年の児童数は４２３人、学級数は普通教室が１４、特別支援教育が６を 

 見込んでいる。 
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・学童保育は、結城南中学校敷地内の設置他あらゆる可能性を検討、協議を進める。  

・メディアセンターは、１階部分の図書室機能と２階部分の ICT ラボ兼スタジオ機

能といった、ＩＣＴ環境を兼ね備えた小中一貫校のシンボル的施設になると想定

している。 

・家庭科室と連続したランチルームも特徴的な施設として整備を検討している。 

・昇降口突き当りには「５つの小学校の記憶を継承する」記念品や記念物を展示す

るメモリアルアート広場を検討している。 

・普通教室は３年生から６年生までが７４㎡と既存教室よりも広く展開する予定で

ある。また、普通教室に面してワークスペースを配置している。 

・検討の組織体制は、新設校推進委員会その下部に専門部会の幹事会、その下部に

５つの専門部会（地域連携部会、教育課程部会、学校生活部会、学校運営部会、

施設整備予算部会）となっている。 

 

【意見】 

   ・昨年の基本設計よりも校舎が東側に隣接する形になっているが、サッカーグラウ

ンドはあるのか。また部活動の同時練習は厳しいのか。 

・基本設計書にグラウンド舗装という表現があったが、利用に支障はないのか。 

   ・学年ごとのまとまりが形成される櫛型形状では、異学年教育ができないのではな

いか。 

   ・校舎の形状は、各教室に南側からの採光が取れることと、学年のまとまりがある

ことから、櫛型形状で良いと思う。 

   ・避難経路の確保はされているのか。 

   ・新設校に新しく給食調理室はできるのか。 

   ・５年生６年生の少人数学級は設定されていないのか。 

   ・通学路、登校の動線はどのような想定をしているのか。また、スクールバスにつ

いてはどの程度検討されているのか。 

   ・敷地周辺の環境整備は行われるのか。 

 

   【意見に対する事務局の回答】 

   ・当初の計画と比較すると配置変更がされているが、野球、サッカー、テニスと同

時に部活動を行うことができる形となっている。干渉する可能性があるものは、

南中学校と協議を進めていく。 

   ・グラウンド舗装については、不陸整正などの整備を予定しているため、利用上の

支障はない。 

   ・屋外通路やバルコニーも避難経路として計画しており、法的に基準をクリアした

上で設計を出しているので、子どもたちの安全性は十分確保されていると考えて

いる。 

   ・給食調理室を設ける計画はなく、給食センターからの配達という形を検討。 

   ・４年生のフロアの少人数教室を使用する想定をしている。 

   ・徒歩通学の児童は、バスとは別の門から出入りする。基本的な動線は、南側の小

学校正門になるが、安全を確保できるように今後も検討を進める。スクールバス
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については、南側道路の西が入口で、東が出口の一方通行とする。また乗降場所

や運行ルート、乗車時間などのシミュレーションは今年度も引き続き行っていく。 

   ・西側道路の学校敷地側にセットバックをして幅員の確保を行う予定である。 

 

（３）  概算事業費及び財源の見直しについて 

【事務局説明】 

・令和６年３月に行われた結城市議会第１回定例会において、財政悪化を理由とし

た新設校建設の延期や既存校舎を活用した統合の検討などを求める内容の付帯

決議が議決されたことを受け、概算費用の見直しを行っている。 

・６年５月に当初概算費用の見込みを削減した縮減案を議会に提出した。 

・市債（地方債）を圧縮するべく、補助メニューや起債、基金の繰入等活用してい

く。 

・縮減内容としては、当初４m であった中央廊下の幅を、建築基準法の基準である

２．３m に縮減したことによる校舎面積６５５㎡の削減と機械設備等の見直し、

南中学校のグラウンドにかかる排水工事の削除が挙げられる。なお、排水工事は

必要に応じて予算化し実施はすべき。 

 

【意見】 

・既存の学校に小学校を統合して、分離型の小中一貫校でいいと思っている。  

・どこか一つの学校に統合するというのは、住民感情の面から難しいと思う。  

・概算費用の試算において、今後の物価高騰を加味しているのか。 

 

【意見に対する事務局の回答】 

・概算費用については、物価高騰分を見越しているが、この先のさらなる物価高騰

を見込むのは難しい。 

 

（４）  その他 

【意見】 

・統合によって生徒数が倍以上になるので、遊具の数を増やしてほしい。 

・グラウンドが外遊びをするには狭いのではないか。中学生と共用使用となるのか。 

・小学校統合後の少年団の活動場所についても検討してほしい。 

・現時点で子どもたちのロッカーは荷物でいっぱいだが、新設校ではどうなるのか。 

・地盤調査の結果はいつ頃出るのか。 

・小学校では生き物を飼い命の大切さを学ばせた方がよい。そのような設備はどう

考えられているのか。 

・テニスコート東側にスペースが空いているが、何か活用するのか。 

・現在、結城南中学校の運動会のときは、グラウンドに車を駐車しているが、新設

校ができた場合、敷地内に小学生の保護者の車が駐車できるのか心配である。  

 

【意見に対する事務局の回答】 

・遊具については、中学校の教育活動を考慮する必要があるため、数や種類など、
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配置計画について今後も検討していく。 

・グラウンドの広さは約３０,０００㎡で、使い方や運用ルールについては協議し、

干渉し合わず危険性がないような形をとりたい。 

・教室は面積拡大により現在よりも比較的余裕ができるのではないか。また備品関

係については、現在必要数等を調査している段階で、今後専門部会で検討してい

く。 

・地盤調査については今年度の事業になる。第一報は業者から上がってきているが、

正式な形での報告書は現時点では上がってきていない状況だが、今後、必要に応

じて報告する。 

・学校の飼育小屋というのは時代思潮において無くなりつつあるが、結城市には紬

と蚕の伝統があり、小学校での蚕の飼育も行っている。ふるさと教育に繋がり、

命の大切さを学ぶものとして取り入れたいと思っている。 

・テニスコート東側に関しては、野球部の移動の動線や、記念樹である桜の木が植

えられているのを避けるような形で配置している。 

 

６ その他 

   【事務局説明】 

   ・会議等の公開について、令和５年度までと同様に、結城市審議会等の会議の公開

に関する要領に基づきまして議事録の作成、公開を行う。 

   ・専門部会やワーキングチームにより協議検討した内容を、本委員会に報告しご意

見をいただいた上で、会報として取りまとめさせていただきます。今年度も引き

続きこの会報を保護者の皆様等への配布、公開するなど保護者や地域の皆様との

情報共有を図ってまいりたい。 

 

７ 閉会 


